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（1） 経済発展を「先発国」（earlystarter）と「後発国」（latecomer ） に分類し、後発国に見られ
る顕著な傾向、例えば、政府 が積極的 に基幹産業、銀行制度等の育成に介入することに重点 を
置いた見方があることがあげられる。 こうした見方は、従来の新古典派的な考え方及びマルク










発国 としての、工業化の“初期条件”が所謂発展途上国 とは基本的 に異なっていることを示してい
る。
第二点目は、社会主義制度のもとで達成され、国民の間に広く浸透してきた社会的「平等」の概
念が、市場経済システムの導入により崩壊して きたことがあげられる。 この点は今後の中央 アジア
経済さらには民主化、近代化を考える上で重要な論点を含んでいると考えられる。西ヨーロッパを
中心 に見られた経済発展は「個人」の権利、 と自由を追求した結果であり、 そのプロセスにおいて、
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キーワード：経済開発における先発国 （earlystarter） と後発国（latecomer ）
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要旨：
中央アジア諸国は、経済発展史のなかで、特異な地位を示している。それは第一に、現在の発展
途上国と違い、社会基盤整備が既にある程度整備されていることであり。第二に所得の平等化が社
会主義体制のもとで確立されてきた点である。このような点を考えると、中央アジア諸国の今後の
経済発展を分析する上で、新しい視座が必要になると考えられる。
